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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 本県の小ギク生産は、夏秋期の８～９月に出荷が集中しており、特に８月出しは作付け規模が大きく、
お盆の需要期に出荷することが重要となっている。このため、産地では電照を導入し出荷期を調整して
いるが、電照効果が不十分であるため開花時期がお盆に合わないことが多い。 
 このことから、小ギクの８月咲き主要品種について開花調節によるお盆出荷を目指した効率的な電照
方法を明らかにした。

(1) 小ギクの８月咲き品種に対しては、０時～３時の電照が有効であり開花抑制効果が高い（表１、
図１）。

(2) ０時～３時の電照により切り花始期から終期までの開花幅が短くなる（表１）。

(3) ０時～３時の電照により切り花長が増加し、出荷規格が向上する（表１）。

２ 期待される効果

(1)
８月咲き小ギクの主要品種に対する効率的な電照方法が明らかになり、開花調節が容易とな
る。

(2)
お盆出荷を目指す場合は、各主要品種について到花日数から逆算して電照を終了すると適期
出荷が可能となる。

３ 適用範囲

 電照設備の導入が可能な地域。

４ 普及上の留意点

 各品種ごとに到花日数には違いがあるので電照の終了時期には注意すること。
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